
JP 2017-525320 A 2017.8.31

10

(57)【要約】
　本発明の実施例はネットワーク共有に基づくデバイス
トゥデバイスの通信方法及びシステム、記憶媒体を開示
し、前記方法は、デバイストゥデバイスユーザー装置D2
D UEは、ネットワーク側がブロードキャストメッセージ
又は専用メッセージによって送信した、D2Dをサポート
する異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、異な
る公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又
はD2D通信のリソースプール情報、前記D2D発見及び/又
はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト
の少なくとも1つを受信するステップ、及び前記リソー
スプール情報又はPLMNリストに対応するリソースプール
情報を使用して、D2D発見及び/又はD2D通信に使用され
るリソース範囲を確定するステップを含む。
【選択図】図2
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイストゥデバイスユーザー装置D2D UEは、ネットワーク側がブロードキャストメッ
セージ又は専用メッセージによって送信した、
　D2Dをサポートする異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、
　異なる公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプー
ル情報、
　前記D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト、の少なく
とも1つを受信するステップと、
　前記リソースプール情報又はPLMNリストに対応するリソースプール情報を使用して、D2
D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソース範囲を確定するステップと、を含むネット
ワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法。
【請求項２】
　前記UE がD2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソースプールを確定するのは、
　前記D2D UEは、サービスPLMNと等価PLMNのブロードキャストメッセージ及び/又は専用
メッセージに基づき、前記D2D UEがD2D発見及び/又はD2D通信過程において傍受及び/又は
受信する必要があるD2D発見及び/又はD2D通信の使用可能なリソース範囲を確定すること
を含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネットワーク側は、サービスPLMN及び等価PLMNにそれぞれ対応するD2Dリソースプ
ールを割り当てるステップを更に含む請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記D2D UEはD2D発見シグナリング及び/又は通信シグナリング及び/又は通信データを
送信する際に、現在の前記D2D UEにサービスするPLMNに対応するD2D発見リソースプール
から、無線リソースを取得するステップを更に含む請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、
　ネットワーク共有を行うD2DオペレータのPLMN IDリスト、
　それぞれが異なるリソースプールに対応する1つ以上のPLMN ID、の少なくとも1つを含
み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、同じリソースプールを
使用するPLMN IDリストを含む請求項1～4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、D2Dリソースプールの時
間、周波数、コード情報を含む請求項1～4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソースプールは、前記D2D発見に用いられるリソースプールと前記D2D通信に用い
られるリソースプールを含み、前記D2D発見に用いられるリソースプールは、送信リソー
スプール、受信リソースプールを含み、
　前記D2D通信に用いられるリソースプールは、スケジューリング割り当てリソースプー
ル、送信リソースプール、受信リソースプールを含む請求項1～4のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８】
　異なるPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報は隣接セルの情報を含む
請求項1～4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記隣接セルの情報は、セルアイデンティティ情報及び/又は物理セルアイデンティテ
ィPCI情報、セル周波数ポイント情報、D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報、
D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプールに対応するPLMN又はPLMNリスト情報のフィー
ルドの任意の組み合わせを含む請求項8に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記ネットワーク側はX2及び/又はS1の地上インターフェースメッセージによって、隣
接セルリソースプールの情報を取得するステップ、或いは
　前記ネットワーク側は運用管理メンテナンスOAMによって、隣接セルリソースプールの
情報を取得するステップを更に含む請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ネットワーク側は、SIB1に前記ネットワーク側がサポートするD2D PLMNリストを含
むステップを更に含む請求項1～4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　デバイストゥデバイスユーザー装置D2D UEとネットワーク側を備え、
　ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージ又は専用メッセージによって、
D2Dをサポートする異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、
異なる公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール
情報、
　前記D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト、の少なく
とも1つを送信するように設定され、
　D2D UEは、前記ネットワーク側が送信した前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を受信して、且つ前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を使用して、D2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソース
プールを確定するように設定されるネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通
信システム。
【請求項１３】
　前記D2D UEは更に、サービスPLMNと等価PLMNのブロードキャストメッセージ及び/又は
専用メッセージに基づき、前記D2D UEがD2D発見及び/又はD2D通信過程において傍受及び/
又は受信する必要があるD2D発見及び/又はD2D通信の使用可能なリソース範囲を確定する
ように設定される請求項12に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ネットワーク側は更に、サービスPLMN及び等価PLMNにそれぞれ対応するD2Dリソー
スプールを割り当てるように設定される請求項12に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記D2D UEは更に、D2D発見シグナリング及び/又は通信シグナリング及び/又は通信デ
ータを送信する際に、現在の前記D2D UEにサービスするPLMNに対応するD2D発見リソース
プールから無線リソースを取得するように設定される請求項12に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、
　ネットワーク共有を行うD2DオペレータのPLMN IDリスト、
　それぞれが異なるリソースプールに対応する1つ以上のPLMN ID、の少なくとも1つを含
み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、同じリソースプールを
使用するPLMN IDリストを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、D2Dリソースプールの時
間、周波数、コード情報を含む請求項12～15のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記リソースプールは、前記D2D発見に用いられるリソースプールと前記D2D通信に用い
られるリソースプールを含み、
　前記D2D発見に用いられるリソースプールは、送信リソースプール、受信リソースプー
ルを含み、
　前記D2D通信に用いられるリソースプールは、スケジューリング割り当てリソースプー
ル、送信リソースプール、受信リソースプールを含むみ、
　異なるPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報は隣接セルの情報を含む
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請求項12～15のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ネットワーク側は更に、X2及び/又はS1の地上インターフェースメッセージによっ
て、隣接セルリソースプールの情報を取得する、或いは
　運用管理メンテナンスOAM設定によって、隣接セルリソースプールの情報を取得するこ
とに用いられる請求項12～15のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　コンピュータプログラムが記憶され、前記コンピュータプログラムは、請求項1～11の
いずれか一項に記載のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法を実行
するように設定される記憶媒体。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデバイストゥデバイス(D2D、Device to Device)通信技術に関し、特にネット
ワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法及びシステム、記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレスマルチメディアサービスの発展に伴って、人々は高いデータ速度とユーザー
エクスペリエンスの需要が日々に増加し、それにより従来のセルラーネットワークのシス
テム容量とカバレッジに対して高い要求を提出する。他方で、ソーシャルネットワーク、
近距離データ共有、ローカル広告等の応用の流行は人々が付近の興味がある人又は物を了
解して且つ通信するプロキシミティサービス(Proximity Service)への需要は次第に増加
する。従来の基地局を中心とするセルラーネットワークは、高いデータ速度及びプロキシ
ミティサービスのサポート上で顕著な局限性が存在し、このような需要の背景で、将来の
通信技術の発展の新しい方向を代表するデバイストゥデバイス(D2D、Device-to-Device)
技術は出てきた。D2D技術の応用は、セルラーネットワークの負担を軽減して、ユーザー
装置のバッテリ電力消費を減少して、データ転送速度を向上させ、且つネットワークイン
フラのロバスト性を改善して、上記の高いデータ速度サービスとプロキシミティサービス
の要求をよく満たすことができる。
【０００３】
　D2D技術はまた研究段階にあるため、熟成した参考のための従来技術がない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の技術問題を解決するために、本発明の実施例はネットワーク共有に基づくデバイ
ストゥデバイスの通信方法及びシステム、記憶媒体を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施例の技術的解決手段はこのように実現し、
　ネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法であって、
　デバイストゥデバイスユーザー装置D2D UEは、ネットワーク側がブロードキャストメッ
セージ又は専用メッセージによって送信した、
　D2Dをサポートする異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、
　異なる公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプー
ル情報、
　前記D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト、の少なく
とも1つを受信するステップと、
　且つ前記リソースプール情報又はPLMNリストに対応するリソースプール情報を使用して
、D2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソース範囲を確定するステップと、を含む。
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【０００６】
　一実現方式として、前記UEがD2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソースプールを
確定するのは、
　前記D2D UEは、サービスPLMNと等価PLMNのブロードキャストメッセージ及び/又は専用
メッセージに基づき、前記D2D UEがD2D発見及び/又はD2D通信過程において傍受及び/又は
受信する必要があるD2D発見及び/又はD2D通信の使用可能なリソース範囲を確定すること
を含む。
【０００７】
　一実現方式として、前記方法は、
　前記ネットワーク側は、サービスPLMN及び等価PLMNにそれぞれ対応するD2Dリソースプ
ールを割り当てるステップを更に含む。
【０００８】
　一実現方式として、前記方法は、
　前記D2D UEはD2D発見シグナリング及び/又は通信シグナリング及び/又は通信データを
送信する際に、現在の前記D2D UEにサービスするPLMNに対応するD2D発見リソースプール
から無線リソースを取得するステップを更に含む。
【０００９】
　一実現方式として、前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、
　ネットワーク共有を行うD2DオペレータのPLMN IDリスト、
　異なるリソースプールに対応する1つ以上のPLMN IDの少なくとも1つを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは同じリソースプールを使
用するPLMN IDリストを含む。
【００１０】
　一実現方式として、前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージはD2Dリ
ソースプールの時間、周波数、コード情報を含む。
【００１１】
　一実現方式として、前記リソースプールは、前記D2D発見に用いられるリソースプール
と前記D2D通信に用いられるリソースプールを含み、前記D2D発見に用いられるリソースプ
ールは送信リソースプール、受信リソースプールを含み、
　前記D2D通信に用いられるリソースプールはスケジューリング割り当てリソースプール
、送信リソースプール、受信リソースプールを含む。
【００１２】
　一実現方式として、異なるPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報は隣
接セルの情報を含む。
【００１３】
　一実現方式として、前記隣接セルの情報は、セルアイデンティティ情報及び/又は物理
セルアイデンティティPCI情報、セル周波数ポイント情報、D2D発見及び/又はD2D通信のリ
ソースプール情報、D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプールに対応するPLMN又はPLMN
リスト情報のフィールドの任意の組み合わせを含むことができる。
【００１４】
　一実現方式として、前記方法は、
　前記ネットワーク側はX2及び/又はS1の地上インターフェースメッセージによって、隣
接セルリソースプールの情報を取得するステップ、或いは
　前記ネットワーク側は運用管理メンテナンスOAMによって隣接セルリソースプールの情
報を取得するステップを更に含む。
【００１５】
　一実現方式として、前記方法は、
　前記ネットワーク側は、SIB1に前記ネットワーク側がサポートするD2D PLMNリストを含
むステップを更に含む。
【００１６】
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　ネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信システムであって、デバイスト
ゥデバイスユーザー装置D2D UEとネットワーク側を備え、
　ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージ又は専用メッセージによって、
　D2Dをサポートする異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、
　異なる公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプー
ル情報、
　前記D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト、の少なく
とも1つを送信するように設定され、
　D2D UEは、前記ネットワーク側が送信した前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を受信して、且つ前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を使用して、D2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソース
プールを確定するように設定される。
【００１７】
　一実現方式として、前記D2D UEは更に、サービスPLMNと等価PLMNのブロードキャストメ
ッセージ及び/又は専用メッセージに基づき、前記D2D UEがD2D発見及び/又はD2D通信過程
において傍受及び/又は受信する必要があるD2D発見及び/又はD2D通信の使用可能なリソー
ス範囲を確定するように設定される。
【００１８】
　一実現方式として、前記ネットワーク側は更に、サービスPLMN及び等価PLMNにそれぞれ
対応するD2Dリソースプールを割り当てるように設定される。
【００１９】
　一実現方式として、前記D2D UEは更に、D2D発見シグナリング及び/又は通信シグナリン
グ及び/又は通信データを送信する際に、現在の前記D2D UEにサービスするPLMNに対応す
るD2D発見リソースプールから無線リソースを取得するように設定される。
【００２０】
　一実現方式として、前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、
　ネットワーク共有を行うD2DオペレータのPLMN IDリスト、
　異なるリソースプールに対応する1つ以上のPLMN IDの少なくとも1つを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは同じリソースプールを使
用するPLMN IDリストを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージはD2Dリソースプールの時間
、周波数、コード情報を含む。
【００２１】
　一実現方式として、前記リソースプールは前記D2D発見に用いられるリソースプールと
前記D2D通信に用いられるリソースプールを含み、
　前記D2D発見に用いられるリソースプールは送信リソースプール、受信リソースプール
を含み、
　前記D2D通信に用いられるリソースプールはスケジューリング割り当てリソースプール
、送信リソースプール、受信リソースプールを含み、
　異なるPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報は隣接セルの情報を含む
。
【００２２】
　一実現方式として、前記ネットワーク側は更に、X2及び/又はS1の地上インターフェー
スメッセージによって、隣接セルリソースプールの情報を取得する、或いは、
　運用管理メンテナンスOAM設定によって、隣接セルリソースプールの情報を取得するよ
うに設定される。
【００２３】
　記憶媒体であって、前記記憶媒体にコンピュータプログラムが記憶され、前記コンピュ
ータプログラムは前述のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法を実
行するように設定される。
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【発明の効果】
【００２４】
　本発明の実施例において、D2D UEはネットワーク側がブロードキャストメッセージ又は
専用メッセージによって通知した異なるオペレータでのD2D発見及び/又はD2D通信のリソ
ースプール情報を受信して、且つ前記リソースプール情報を使用して、対応する公衆陸上
モバイルネットワーク(PLMN、Public Land Mobile Network)を選択してD2D発見及び/又は
D2D通信を行う。本発明の実施例の技術的解決手段には、D2Dネットワークオペレータの間
に各自の優勢を利用してネットワーク共有協力によってD2D技術に基づくLTEネットワーク
を構築/運営することができ、それによりネットワーキング投資を低減させ、ネットワー
ク構成速度を大幅に向上させ、オペレータの核心競争力を高める。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図1は本発明の実施例におけるデバイス直通システムの通信モード模式図である
。
【図２】図2は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法のフローチャートである。
【図３】図3は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例1のフローチャートである。
【図４】図4は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例2のフローチャートである。
【図５】図5は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例3のフローチャートである。
【図６】図6は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例4のフローチャートである。
【図７】図7は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例5のフローチャートである。
【図８】図8は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信
方法の例6のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の目的、技術的解決手段及び利点をより明らかにさせるために、以下、実施例を
例示して図面を参照して、本発明を更に詳細的に説明する。
【００２７】
　D2D技術は認可された周波数範囲又は認可されない周波数範囲に作動することができ、
複数のD2D機能をサポートするユーザー装置即ちD2Dユーザー装置(D2D UE、D2D User Equi
pment)がネットワークインフラがある又はネットワークインフラがない場合に直接発見/
直接通信を行うことを許可する。D2Dのアプリケーションシナリオは主に以下の三種があ
り、
　1)図1に示すモード1のように、UE1とUE2とはセルラーネットワークのカバレッジでデー
タインタラクションを行い、ユーザプレーンデータがネットワークインフラを経てなく、
　2) 図1に示すモード2のように、弱い/非カバレッジ領域におけるUE中継転送では、信号
品質が悪いUE4が付近にネットワークカバレッジがあるUE3によりネットワークと通信する
ことを許可し、オペレータがカバレッジを拡張して、容量を向上させることを助けること
ができ、
　3)地震又は緊急状況が発生して、セルラーネットワークが正常に作動することができな
い場合に、デバイスの間の直接通信を許可し、図1に示すモード3のように、UE5、UE6及び
UE7の間の制御プレーンとユーザプレーンとはいずれもネットワークインフラを経てなく1
ホップ又は複数ホップのデータ通信を行う。
【００２８】
　D2D技術は一般的にD2D発見技術とD2D通信技術を含み、D2D発見技術とは、2つ又は複数
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のD2Dユーザー装置の間の相互隣接(例えばD2D直接通信を行うことができる範囲内で)を判
断/確定するための、又は第1ユーザー装置が第2ユーザー装置に隣接することを判断/確定
するための技術を指す。一般的に、D2Dユーザー装置の間に発見信号/情報を送信又は受信
することによって相手を発見することができ、セルラーネットワークカバレッジがある場
合に、ネットワークはD2Dユーザー装置がD2D発見を行うことを補助することができ、D2D
通信技術とは、D2Dユーザー装置の間の一部又は全部の通信データがネットワークインフ
ラを通過しなく直接に通信することができる技術を指す。
【００２９】
　ネットワーク共有とは、複数のオペレータはユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンシステム地面無線アクセスネットワークを共有して、従来技術においてマルチPLMNシ
ーン(Multiple PLMN)をサポートし、例えば単一のUEに対して、UEは複数のネットワーク
に常駐することができ、そのサポートする公衆陸上モバイルネットワーク(PLMN、Public 
Land Mobile Network)リストは、等価PLMNリスト(EPLMN list、Equivalent PLMN list)と
呼ばれ、これらは契約情報により約束されることができる。UEの国際移動加入者識別番号
(IMSI、International Mobile Subscriber Identity)における国コード(MCC)と地域コー
ド(MNC)からなるPLMNと同様であるPLMNは該UEのホームPLMN(HPLMN、Home PLMN)と呼ばれ
る。
【００３０】
　図2は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の
フローチャートであり、図2に示すように、本発明の実施例におけるネットワーク共有に
基づくデバイストゥデバイスの通信方法は以下のステップを含み、
　ステップ201、eNBはD2Dオペレータのリソース使用の情報を取得して、且つネットワー
ク共有に参加するD2Dオペレータに各自の発見リソースプールと各自の通信リソースプー
ルを割り当てる。
【００３１】
　ステップ202、eNBはブロードキャスト(SIB)メッセージ又は専用メッセージによって、
異なるオペレータがサービスするD2D UEに、使用されるD2D発見リソースプール情報と使
用されるD2D通信のリソースプール情報を通知する。
【００３２】
　上記ブロードキャストメッセージに複数のオペレータの情報が含まれ、複数のオペレー
タの情報は具体的に1つ又は複数のPLMN IDとして表現される。
【００３３】
　上記ブロードキャストメッセージはD2Dリソースプールの時間、周波数、コード情報を
含む。
【００３４】
　D2D通信とD2D発見とは異なるリソースプール情報を使用することができる。
【００３５】
　eNBは異なるオペレータに異なるD2D発見とD2D通信のリソースプールを割り当てる。
【００３６】
　リソースプールはスケジューリング割り当て(SA)リソースプール、送信リソースプール
、受信リソースプール等を含んでもよい。
【００３７】
　eNBはD2D UEがD2D発見シグナリングを送信する際に使用する無線リソースを割り当てる
際に、異なるPLMNのために対応するD2Dリソースを割り当てる。
【００３８】
　eNBはD2D UEが初期アクセスする際に、D2D UEとサービスオペレータのPLMN IDの対応関
係を記録することができる。
【００３９】
　基地局はD2D UEのサービスPLMNに対応する発見リソースプールを調べ、且つ該D2D UEに
無線リソースを割り当てる。或いは、D2D UEがアクセスを要求する際に自分の現在のサー
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ビスのPLMNを含み或いはインプライドしていると、eNBは該UEのサービスPLMNに対応する
発見リソースプールのみを調べ、且つ該D2D UEに無線リソースを割り当てる。
【００４０】
　D2D UEは競争しリソースを取得すると、D2D UEはD2D発見シグナリング及び/又は通信シ
グナリング及び/又は通信データを送信する際に、D2D UEは現在のサービスPLMN又は等価P
LMNで対応するD2D発見リソースプールから無線リソースを割り当てる。
【００４１】
　ステップ203、異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用
して、D2D発見とD2D通信を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【００４２】
　D2D発見シーンに対して、ステップ203は3つのサブステップを含んでもよく、
　サブステップ1、D2D UEはそのD2Dサービスオペレータ、及び、それらのオペレータとD2
D発見を行うオペレータリストを取得する。
【００４３】
　サブステップ2、D2D UEはD2D発見リソースプール情報を含むブロードキャストメッセー
ジ、D2D発見と行うことができるオペレータリスト情報に基づき、D2D UEがD2D発見過程に
おいて傍受しようとするD2D発見信号のリソース範囲を確定する。
【００４４】
　サブステップ3、サービスオペレータに基づき、D2D UEがD2D発見シグナリングを送信す
る際に使用される無線リソースを割り当てる。
【００４５】
　該シーンのサブステップ3に対して2種の方法があり、方法1、eNBにより無線リソースを
割り当て、方法2はD2D UE自分により無線リソースを割り当てる。
【００４６】
　D2D通信シーンに対して、ステップ203はまた以下のような3つのサブステップを含むこ
とができ、
　サブステップ1、D2D UEはそのD2Dサービスオペレータ、及びそれらのオペレータとD2D
通信を行うことができるオペレータリストを取得する。
【００４７】
　サブステップ2、D2D UEはD2D発見リソースプール情報を含むブロードキャストメッセー
ジ、及びD2D通信を行うことができるオペレータリスト情報に基づき、D2D通信過程におい
て受信しようとするD2D発見信号のリソース範囲を確定する。
【００４８】
　サブステップ3、D2D UEはサービスオペレータに基づき、D2D UEがD2D通信シグナリング
と通信データを送信する際に使用する無線リソースを割り当てる。
【００４９】
　ネットワーク共有でD2D技術を実現するシーンは、基地局は隣接セルリソースプール情
報をブロードキャストするシーンを更に含む。
【００５０】
　以下で具体的な例示によって、本発明の技術的解決手段の実質を説明する。
　実施例1
【００５１】
　本実施例はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D発見を実現する具体的な実施例
を挙げて、本実施例において、eNBによりD2D発見シグナリングを送信する際に使用される
無線リソースを割り当てる。
【００５２】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2Dオペレータに、各自の発見リソースプールと各自
の通信リソースプールを割り当てる。
【００５３】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D通信の総のリ
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ソースプール内で各D2Dオペレータに、D2D通信に用いられるリソースプールを分割する。
【００５４】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D発見の総のリ
ソースプール内で各D2Dオペレータに、D2D発見に用いられるリソースプールを分割する。
【００５５】
　eNBはブロードキャストメッセージによって異なるオペレータがサービスするD2D UEに
、使用されるD2D発見リソースプール情報と使用されるD2D通信のリソースプール情報を通
知する。
【００５６】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表1に示す。　
【表１】

　該SIBメッセージはネットワーク共有のD2DオペレータのPLMN IDを含み、各PLMN IDで2
つのD2Dパラメータ表、１つのD2D通信リソースプールパラメータ表、１つのD2D発見リソ
ースプールパラメータ表を含み、各パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つ
の方面から、リソースプールのリソース範囲を定義する。
【００５７】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D発見
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【００５８】
　ステップ301、D2D認証の過程において、D2D UEはそのサービスオペレータのPLMN IDを
取得して、同時に、更に該オペレータとD2D発見を行うことができるD2DオペレータのPLMN
 IDを取得する。
【００５９】
　ステップ302、認証過程において、eNBはD2D UEとそのサービスオペレータのPLMN IDと
の対応関係を生成する。
【００６０】
　ステップ303、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。
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【００６１】
　ステップ304、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づきブロードキャストメッセージから該PLMN IDに
対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレー
タとD2D発見を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャストメ
ッセージからこれらのPLMN IDに対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる
。D2D UEはこれらのリソース範囲内で発見信号を傍受する。
【００６２】
　ステップ305、D2D UEにおける通告D2D UEはD2D発見メッセージを送信する前に、eNBへ
リソース割り当て要求メッセージを送信する。
【００６３】
　ステップ306、eNBは該メッセージを受信した後に、D2D UEの情報に基づき、そのサービ
スオペレータを確定し、eNBは該D2D UEのサービスオペレータに対応するリソースプール
内でそれに無線リソースを割り当てる。
【００６４】
　ステップ307、eNBはD2D UEにおける通知D2D UEへリソース割り当て応答メッセージを送
信する。
【００６５】
　ステップ308、D2D UEにおける通知D2D UEは該メッセージを受信した後に、eNBが割り当
てたリソースでD2D発見メッセージを送信する。D2D UEにおける傍受ユーザー装置は該メ
ッセージを傍受して、D2D発見プロセスを完成する。
【００６６】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
　実施例2
【００６７】
　本実施例はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D発見を実現する具体的な実施例
を挙げて、本実施例において、eNBによりD2D発見シグナリングを送信する際に使用される
無線リソースを割り当てる。実施例1と異なるのは、本方法はD2D UEにおける通知ユーザ
ー装置が、リソース割り当て要求を送信する際に、自分のサービスオペレータの情報を含
むことである。
【００６８】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2Dオペレータに各自の発見リソースプールと各自の
通信リソースプールを割り当てる。
【００６９】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D通信の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D通信に用いられるリソースプールを分割する。
【００７０】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D発見の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D発見に用いられるリソースプールを分割する。
【００７１】
　eNBはブロードキャストメッセージによって、異なるオペレータがサービスするD2D UE
に使用されるD2D発見リソースプール情報と使用されるD2D通信のリソースプール情報を通
知する。
【００７２】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表1に示し、該S
IBメッセージはネットワーク共有のD2DオペレータのPLMN IDを含み、各PLMN IDで2つのD2
Dパラメータ表、１つのD2D通信リソースプールパラメータ表、１つのD2D発見リソースプ
ールパラメータ表を含み、各パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つの方面
から、リソースプールのリソース範囲を定義する。
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【００７３】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D発見
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【００７４】
　図4は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の
例2のフローチャート、図4に示すように、本示例のネットワーク共有に基づくデバイスト
ゥデバイスの通信方法は以下のステップを含み、
　ステップ401、D2D認証を行う過程において、D2D UEはそのサービスオペレータのPLMN I
Dを取得して、同時に、更に該オペレータとD2D発見を行うことができるD2DオペレータのP
LMN IDを取得する。
【００７５】
　ステップ402、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。
【００７６】
　ステップ403、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づき、ブロードキャストメッセージから該PLMN ID
に対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレ
ータとD2D発見を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャスト
メッセージからこれらのPLMN IDに対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べ
る。D2D UEはこれらのリソース範囲内で発見信号を傍受する。
【００７７】
　ステップ404、D2D UEにおける通告D2D UEはD2D発見メッセージを送信する前に、eNBへ
リソース割り当て要求メッセージを送信する。該メッセージは該D2D UEサービスオペレー
タのPLMN IDを含む。
【００７８】
　ステップ405、eNBは該メッセージを受信した後に、サービスオペレータのPLMN IDに基
づき、該サービスオペレータに対応するリソースプール内でそれに無線リソースを割り当
てる。
【００７９】
　ステップ406、eNBはD2D UEにおける通知ユーザー装置へリソース割り当て応答メッセー
ジを送信する。
【００８０】
　ステップ407、D2D UEにおける通知ユーザー装置は該メッセージを受信した後に、eNBが
割り当てたリソースでD2D発見メッセージを送信する。D2D UEにおける傍受ユーザー装置
は該メッセージを傍受して、D2D発見プロセスを完成する。
【００８１】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
　実施例3
【００８２】
　本実施例はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D発見を実現する具体的な実施例
を挙げて、本実施例において、D2D UEにより自分でD2D発見シグナリングを送信する際に
使用する無線リソースを割り当てる。
【００８３】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2Dオペレータに、各自の発見リソースプールと各自
の通信リソースプールを割り当てる。
【００８４】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D通信の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D通信に用いられるリソースプールを分割する。
【００８５】
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　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D発見の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D発見に用いられるリソースプールを分割する。
【００８６】
　eNBはブロードキャストメッセージによって、異なるオペレータがサービスするD2D UE
に、使用されるD2D発見リソースプール情報と使用されるD2D通信のリソースプール情報を
通知する。
【００８７】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表1示し、該SIB
メッセージはネットワーク共有のD2DオペレータのPLMN IDを含み、各PLMN IDで2つのD2D
パラメータ表、１つのD2D通信リソースプールパラメータ表、１つのD2D発見リソースプー
ルパラメータ表を含み、各パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つの方面か
ら、リソースプールのリソース範囲を定義する。
【００８８】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D発見
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【００８９】
　図5は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の
例3のフローチャートであり、図5に示すように、本示例のネットワーク共有に基づくデバ
イストゥデバイスの通信方法は以下のステップ501～505を含む。
　ステップ501、D2D認証を行う過程において、D2D UEはそのサービスオペレータのPLMN I
Dを取得して、同時に、更に該オペレータとD2D発見を行うことができるD2DオペレータのP
LMN IDを取得する。
【００９０】
　ステップ502、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。
【００９１】
　ステップ503、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づき、ブロードキャストメッセージから該PLMN ID
に対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレ
ータとD2D発見を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャスト
メッセージからこれらのPLMN IDに対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べ
る。D2D UEはこれらのリソース範囲内で発見信号を傍受する。
【００９２】
　ステップ504、D2D UEにおける通知ユーザー装置はそのサービスオペレータの無線リソ
ースプール内で、D2D発見メッセージに無線リソースを割り当てる。
【００９３】
　ステップ505、D2D UEにおける通知ユーザー装置はD2D発見メッセージを送信する。D2D 
UEにおける傍受ユーザー装置は該メッセージを傍受して、D2D発見プロセスを完成する。
【００９４】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
　実施例4
【００９５】
　本実施例はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D通信を実現する具体的な実施例
を挙げて、D2D通信過程において、D2D UEにより自分でD2D通信データ、及びD2D通信シグ
ナリングを送信する際に使用される無線リソースを割り当てるだけができる。
　eNBはネットワーク共有に参加するD2Dオペレータに、各自の発見リソースプールと各自
の通信リソースプールを割り当てる。
【００９６】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D通信の総のリ
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ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D通信に用いられるリソースプールを分割する。
【００９７】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D発見の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D発見に用いられるリソースプールを分割する。
【００９８】
　eNBはブロードキャストメッセージによって、異なるオペレータがサービスするD2D UE
に、使用されるD2D発見リソースプール情報と使用されるD2D通信のリソースプール情報を
通知する。
【００９９】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表1示し、該SIB
メッセージはネットワーク共有のD2DオペレータのPLMN IDを含み、各PLMN IDで2つのD2D
パラメータ表、１つのD2D通信リソースプールパラメータ表、１つのD2D発見リソースプー
ルパラメータ表を含み、各パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つの方面か
ら、リソースプールのリソース範囲を定義する。
【０１００】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D通信
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。プロセスは図7に示す。
　図6は本発明実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の例4
のフローチャートであり、図6に示すように、本例のネットワーク共有に基づくデバイス
トゥデバイスの通信方法は以下のステップ601～605を含む。
　ステップ601、D2D認証を行う過程において、D2D UEはそのサービスオペレータのPLMN I
Dを取得して、同時に該オペレータとD2D通信を行うことができるD2DオペレータのPLMN ID
を更に取得する。
【０１０１】
　ステップ602、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。
【０１０２】
　ステップ603、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づき、ブロードキャストメッセージから該PLMN ID
に対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレ
ータとD2D通信を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャスト
メッセージからこれらのPLMN IDに対応するD2D通信リソースプールのリソース範囲を調べ
る。D2D UEはこれらのリソース範囲内でD2D通信データとD2D通信シグナリングを受信する
。
【０１０３】
　ステップ604、D2D UEはD2D通信データ及び/又は通信メッセージを送信する前に、自分
のサービスオペレータに対応する無線リソースプール内で、該通信データ及び/又は通信
メッセージを送信する際に使用される無線リソースを割り当てる。
【０１０４】
　ステップ605、割り当てが完成した後に、D2D UEは該無線リソースでD2D通信データ及び
/又は通信メッセージを送信する。その他のD2D UEは該D2D通信データ及び/又は通信シグ
ナリングを傍受して、自分に送信する通信データと通信シグナリングであると受信し、D2
D通信プロセスを完成する。
【０１０５】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
　実施例5
【０１０６】
　本例示はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D発見を実現する具体的な実施例を
挙げて、本実施例に対応するのは、基地局が隣接セルリソースプール情報をブロードキャ
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ストするシーンである。
【０１０７】
　eNBは隣接基地局のリソースプールの情報を取得する。
【０１０８】
　隣接基地局はPLMNリソースプール情報メッセージを送信する。該メッセージは隣接基地
局の周波数情報、隣接基地局がネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN ID、各
オペレータに対応するリソースプール情報を含む。
【０１０９】
　eNBはブロードキャストメッセージによって、異なるオペレータサービスのD2D UEに、
使用されるD2D発見リソースプール情報を通知する。隣接セルのD2D発見リソースプール情
報も含む。
【０１１０】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表2に示す。
【表２】

　該SIBメッセージは本セルネットワーク共有のD2Dオペレータのリソースプール情報を含
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む以外、隣接セルのネットワーク共有のD2Dオペレータのリソースプール情報も含む。該S
IBメッセージは隣接セルの周波数情報を含み、更にネットワーク共有のD2DオペレータのP
LMN IDを含み、各PLMN IDで1つのD2Dパラメータ表、１つのD2D発見リソースプールパラメ
ータ表を含み、パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つの方面から、リソー
スプールのリソース範囲を定義する。
【０１１１】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D発見
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【０１１２】
　図7は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の
例5のフローチャートであり、図7に示すように、本示例
のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法は以下のステップ701～706
を含む。
　ステップ701、D2D認証を行う過程においてD2DはそのサービスオペレータのPLMN IDを取
得して、同時に該オペレータとD2D通信を行うことができるD2DオペレータのPLMN IDを更
に取得する。
【０１１３】
　ステップ702、隣接セルはPLMNリソースプール情報メッセージによって、基地局に、隣
接セルがネットワーク共有に参加するオペレータのリソースプール情報を通知する。
　ステップ703、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。隣接セルのネットワーク共有に
参加するオペレータのリソースプール情報を更に含む。
【０１１４】
　ステップ704、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づき、ブロードキャストメッセージから該PLMN ID
に対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレ
ータとD2D発見を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャスト
メッセージから、隣接セルのネットワーク共有に参加するD2D PLMN ID情報を含み、これ
らのPLMN IDに対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。D2D UEはこれら
のリソース範囲内で発見信号を傍受する。
【０１１５】
　ステップ705、D2D UEはD2D通信データ及び/又は通信メッセージを送信する前に、自分
のサービスオペレータに対応する無線リソースプール内で、該発見信号を送信する際に使
用される無線リソースを割り当てる。
【０１１６】
　ステップ706、割り当てが完成した後に、D2D UEは該無線リソースでD2D発見メッセージ
を送信する。その他のD2D UEは該D2D発見メッセージを傍受して、D2D発見プロセスを完成
する。隣接セルの周波数は本セルと異なると、傍受する際に、異なる周波数のD2D UEを発
見するように、D2D UEは特定の時間間隔で周波数を切り換える必要がある。
【０１１７】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
　実施例6
【０１１８】
　本例示はD2D技術でネットワーク共有を実現して、D2D発見を実現する具体的な実施例を
挙げて、本実施例に対応するシーンは、基地局がサポートするD2D共有PLMNは基地局のサ
ービスPLMN又は基地局共有をサポートするPLMNと異なり、本実施例において、eNBによりD
2D発見シグナリングを送信する際に使用される無線リソースを割り当てる。
【０１１９】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2Dオペレータに、各自の発見リソースプールと各自
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の通信リソースプールを割り当てる。
【０１２０】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D通信の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D通信に用いられるリソースプールを分割する。
【０１２１】
　eNBはネットワーク共有に参加するD2DオペレータのPLMN IDに基づき、D2D発見の総のリ
ソースプール内で、各D2DオペレータにD2D発見に用いられるリソースプールを分割する。
【０１２２】
　eNBはブロードキャストメッセージによって、異なるオペレータがサービスするD2D UE
に、使用されるD2D発見リソースプール情報と使用されるD2D通信のリソースプール情報を
通知する。
【０１２３】
　eNBは1つのSIBメッセージを新しく増加して、該SIBメッセージの形式は表1に示し、該S
IBメッセージはネットワーク共有のD2DオペレータのPLMN IDを含み、各PLMN IDで2つのD2
Dパラメータ表、１つのD2D通信リソースプールパラメータ表、１つのD2D発見リソースプ
ールパラメータ表を含み、各パラメータ表はいずれも時間、周波数、コードの3つの方面
から、リソースプールのリソース範囲を定義する。
【０１２４】
　異なるオペレータサービスのD2D UEは上記リソースプールの情報を使用して、D2D発見
を行い、D2D技術でのネットワーク共有を実現する。
【０１２５】
　図8は本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信方法の
例6のフローチャートであり、図8に示すように、本示例のネットワーク共有に基づくデバ
イストゥデバイスの通信方法は以下のステップ801～809を含む。
　ステップ801、PLMN選択を行う際に、D2D UEは該基地局がそのD2D PLMNをサポートする
ことを発見して、正常なD2Dプロセスを行う。
【０１２６】
　ステップ802、D2D認証を行う過程において、D2D UEはそのサービスオペレータのPLMN I
Dを取得し、同時に該オペレータとD2D発見を行うことができるD2DオペレータのPLMN IDを
更に取得する。基地局は正常にそのD2Dプロセスを処理するが、該UEが基礎ネットワーク
にアクセスすることを許可しない。
【０１２７】
　ステップ803、認証過程又は切り替え過程において、eNBはD2D UEとそのサービスオペレ
ータのPLMN IDとの対応関係を生成する。
【０１２８】
　ステップ804、eNBはSIBメッセージによって、共有オペレータの発見リソースプール情
報と通信リソースプールの情報をブロードキャストする。
【０１２９】
　ステップ805、D2D UEはeNBが送信したブロードキャストメッセージを受信し、まず、自
分のサービスオペレータのPLMN IDに基づき、ブロードキャストメッセージから該PLMN ID
に対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べる。次に、そのサービスオペレ
ータとD2D発見を行うことができるオペレータのPLMN IDに基づき、且つブロードキャスト
メッセージからこれらのPLMN IDに対応するD2D発見リソースプールのリソース範囲を調べ
る。D2D UEはこれらのリソース範囲内で発見信号を傍受する。
【０１３０】
　ステップ806、D2D UEにおける通告D2D UEはD2D発見メッセージを送信する前に、eNBへ
リソース割り当て要求メッセージを送信する。
【０１３１】
　ステップ807、eNBは該メッセージを受信した後に、D2D UEの情報に基づき、そのサービ
スオペレータを確定し、eNBは該D2D UEのサービスオペレータに対応するリソースプール
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内でそれに無線リソースを割り当てる。
【０１３２】
　ステップ808、eNBはD2D UEにおける通知D2D UEへリソース割り当て応答メッセージを送
信する。
【０１３３】
　ステップ809、D2D UEにおける通知D2D UEは該メッセージを受信した後に、eNBが割り当
てたリソースでD2D発見メッセージを送信する。D2D UEは該メッセージを傍受して、D2D発
見プロセスを完成する。
【０１３４】
　本発明の実施例において、D2Dリソースに基づきD2D発見及びD2D通信を行うのは実現し
やすく、本発明の実施例の重点ではないため、その詳細的なプロセスを説明しない。
【０１３５】
　本発明の実施例はネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通信システムを更
に記載し、前記システムは、デバイストゥデバイスユーザー装置D2D UEとネットワーク側
を備える。なお、本発明の実施例のネットワーク共有に基づくデバイストゥデバイスの通
信システムは従来の無線通信ネットワークと完全に同じであり、本発明の実施例は無線通
信ネットワークのアーキテクチャを変更しなく、その中の一部のネットワークエレメント
の機能を対応的に更新する。本発明の実施例において、ネットワーク側は特に基地局を指
す。勿論、リソース割り当てを行うその他のネットワークエレメント、例えば基地局コン
トローラ、モビリティ管理ユニット等である。本発明の実施例のネットワーク共有に基づ
くデバイストゥデバイスの通信システムにおいて、
　ネットワーク側は、ブロードキャストメッセージ又は専用メッセージによって、
　D2Dをサポートする異なる公衆陸上モバイルネットワークリスト、
　異なる公衆陸上モバイルネットワークPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプー
ル情報、
　前記D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報に対応するPLMNリスト、の少なく
とも1つを送信するように設定され、
　D2D UEは、前記ネットワーク側が送信した前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を受信して、且つ前記リソースプール情報又はPLMNリストに対
応するリソースプール情報を使用して、D2D発見及び/又はD2D通信に使用されるリソース
プールを確定するように設定される。
　前記D2D UEは更に、サービスPLMNと等価PLMNのブロードキャストメッセージ及び/又は
専用メッセージに基づき、前記D2D UEがD2D発見及び/又はD2D通信過程において傍受及び/
又は受信する必要があるD2D発見及び/又はD2D通信の使用可能なリソース範囲を確定する
ように設定される。
【０１３６】
　前記ネットワーク側は更に、前記D2D UEの要求に基づき前記D2D UEにD2D発見及び/又は
D2D通信に使用される無線リソースを割り当てる際に、前記D2D UEがアクセスを許可する
サービスPLMN及び等価PLMNに、それぞれ対応するD2Dリソースプールを割り当てるように
設定される。
【０１３７】
　前記D2D UEは更に、D2D発見シグナリング及び/又は通信シグナリング及び/又は通信デ
ータを送信する際に、現在の前記D2D UEにサービスするPLMN又は等価PLMNに対応するD2D
発見リソースプールから、無線リソースを取得するように設定される。
【０１３８】
　本発明の実施例において、前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージ
は、
　ネットワーク共有を行うD2DオペレータのPLMN IDリスト、
　異なるリソースプールに対応する1つ以上のPLMN IDの少なくとも1つを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージは、同じリソースプールを
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使用するPLMN IDリストを含み、
　前記ブロードキャストメッセージ及び/又は専用メッセージはD2Dリソースプールの時間
、周波数、コード情報を含む。
【０１３９】
　前記ネットワーク側は更に、異なるPLMNに異なるD2D発見及び/又はD2D通信リソースプ
ールを割り当てる、或いは
　異なるPLMNに同じD2D発見及び/又はD2D通信リソースプールを割り当てるように設定さ
れる。
【０１４０】
　本発明の実施例において、前記リソースプールは、前記D2D発見に用いられるリソース
プールと前記D2D通信に用いられるリソースプールを含み、
　前記D2D発見に用いられるリソースプールは送信リソースプール、受信リソースプール
を含み、
　前記D2D通信に用いられるリソースプールは、スケジューリング割り当てリソースプー
ル、送信リソースプール、受信リソースプールを含み、
　異なるPLMNのD2D発見及び/又はD2D通信のリソースプール情報は隣接セルの情報を含む
。
【０１４１】
　前記隣接セルの情報は、セルアイデンティティ情報及び/又は物理セルアイデンティテ
ィPCI情報、及び/又はセル周波数ポイント情報、D2D発見及び/又はD2D通信のリソースプ
ール情報、及び対応する１つ以上のPLMN情報を含む。
【０１４２】
　前記ネットワーク側は、更にX2及び/又はS1の地上インターフェースメッセージによっ
て、隣接セルリソースプールの情報を取得する、或いは、
　運用管理メンテナンスOAM設定によって隣接セルリソースプールの情報を取得すること
に用いられる。
【０１４３】
　前記ネットワーク側はSIB1に前記ネットワーク側がサポートするD2D PLMNリストを含み
、
　対応的に、前記D2D UEはセル選択を行う際に、前記D2D UEのPLMNのみをサポートするネ
ットワーク側を選択する。
【０１４４】
　本発明の実施例は記憶媒体を更に記載し、前記記憶媒体にコンピュータプログラムが記
憶され、前記コンピュータプログラムは前述各実施例のネットワーク共有に基づくデバイ
ストゥデバイスの通信方法を実行するように設定される。
【０１４５】
　本発明の実施例に記載の技術的解決手段の間に、衝突しない場合に、任意に組み合わせ
ることができる。
【０１４６】
　本発明によるいくつかの実施例において、開示した方法及びインテリジェント装置は、
その他の方式によって実現されることができることを理解すべきである。以上説明した装
置実施例は例示的なものだけであり、例えば、前記ユニットの分割は、ロジック機能分割
だけであり、実際の実現時に別の分割方式があり、例えば、複数のユニット又は組立部品
を結合してもよいし、又は別のシステムに集積してもよいし、又はいくつかの特徴を無視
でき、又は実行しなくてもよい。また、表示又は検討した各組成部分の互いの間にカップ
リング、又は直接カップリング、又は通信接続はいくつかのインターフェース、装置又は
ユニットによる間接カップリング又は通信接続であってもよく、電気的、機械的又はその
形式の接続であってもよい。
【０１４７】
　上記の分離部材として説明したユニットは物理的に分離してもよいし、又は分離しなく
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てもよく、ユニットとして表示する部材は物理ユニットであってもよいし、又は物理ユニ
ットではなくてもよく、即ち1つの場所に位置してもよいし、複数のネットワークユニッ
トに分布してもよく、実際の需要に応じてその中の一部又は全部のユニットを選択して本
実施例手段の目的を実現することができる。
【０１４８】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは全部で1つの処理ユニットに集積さ
れもよいし、各ユニットはそれぞれ単独に1つのユニットとしてもよいし、2つ又は2つ以
上のユニットは1つのユニットに集積されてもよく、上記集積したユニットはハードウェ
アの形式で実現されてもよいし、ハードウェアにソフトウェア機能ユニットを加える形式
で実現されてもよい。
【０１４９】
　以上は本発明の具体的な実施形態だけであるが、本発明の保護範囲はこれに制限されな
く、当業者の誰でも、本発明が開示した技術範囲に、容易に想到する変化又は取り替えは
いずれも、本発明の保護範囲に含まれるべきである。
【産業上の利用可能性】
【０１５０】
　本発明において、D2Dネットワークオペレータの間に各自の優勢を利用して、ネットワ
ーク共有協力によってD2D技術に基づくLTEネットワークを構築/運営することができ、そ
れによりネットワーキング投資を低減させ、ネットワーク構成速度を大幅に向上させ、オ
ペレータの核心競争力を高める。
　

【図１】

【図２】

【図３】
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